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一

八
二

窪
　
田
　
恵
理
奈

は
じ
め
に

　
片
仮
名
文
に
つ
い
て
、
小
林
（
一
九
七
口
は
、
漢
字
の
交
用
の
度
合
い
に

応
じ
て
漢
字
を
主
体
と
す
る
も
の
と
仮
名
を
主
体
と
す
る
も
の
と
の
二
類
に
分

け
て
い
る
。
こ
の
分
類
に
よ
る
と
、
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
（
以
下
、
「
本
書
」

と
呼
ぶ
）
は
片
仮
名
を
主
体
と
す
る
片
仮
名
文
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
片
仮

名
文
の
書
か
れ
か
た
も
、
資
料
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
幅
が
あ
る
。
何
か
漢
字

で
書
か
れ
て
、
何
か
仮
名
で
書
か
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
仮
名
が
用
い
ら
れ
る
の
か
が
問

題
と
な
る
。
資
料
を
細
か
く
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
片
仮
名
文
の
表
記
の

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
、
当
時
の
書
写
者
に
共
通
し
て
う
か
が
え
る
表
記
意
識
を

探
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
本
書
に
現
れ

る
動
詞
の
表
記
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
漢
字
と
仮
名
と
の
選
択
の
要

因
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
筆
者
は
す
で
に
、
拙
稿
二
一
〇
〇
四
）
で
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
観
智

院
本
『
三
宝
絵
』
に
お
け
る
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
に
関
し
て
品
詞
ご
と
の

特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
、
動
詞
を
主
と
す
る
用
言
は
、
宣
命
書
さ
れ

る
上
巻
は
漢
字
表
記
が
中
心
で
あ
り
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
中
下
巻

は
仮
名
表
記
が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
片
仮
名
文
に
お
け
る
漢
字
と

仮
名
の
使
い
分
け
の
展
開
を
知
る
た
め
に
は
、
観
智
院
本
『
三
宝
絵
』
の
調
査

を
ふ
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
多
く
の
片
仮
名
文
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
書
に
関
す
る
調
査
は
こ
の
一
環
で
あ
る
。

　
本
書
の
動
詞
の
表
記
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
田
島
（
一
九
八
二
）
・
（
一

九
八
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
田
島
（
一
九
八
二
）
で
は
、
活
用
語
の
送
り
仮
名

に
つ
い
て
連
用
形
の
送
り
仮
名
の
表
記
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の

原
因
が
サ
変
動
詞
と
敬
語
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
田
島
（
一
九
八



三
）
は
、
す
べ
て
の
活
用
語
に
お
い
て
仮
名
表
記
は
漢
字
表
記
に
対
し
て
三
・

八
倍
の
用
例
数
を
有
す
る
こ
と
と
、
活
用
語
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
に
は
一
般
的

な
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
は
、
本
書
に
用
い
ら
れ

る
動
詞
に
つ
い
て
、
本
動
詞
と
補
助
動
詞
を
分
け
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
語
が

漢
字
表
記
を
と
り
、
ま
た
仮
名
表
記
を
と
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
な
お
、
資
料
は
、
山
岸
徳
平
解
説
『
法
華
一
百
座
聞
書
抄
』
勉
誠
社
文
庫
四
、

勉
誠
社
、
昭
和
五
一
年
三
月
）
所
載
の
影
印
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
同
書
の
開

題
な
ら
び
に
小
林
芳
規
編
『
法
華
百
座
聞
書
抄
総
索
引
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭

和
五
〇
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

二
　
本
書
に
お
け
る
動
詞
の
表
記
概
観

　
こ
こ
で
は
、
本
書
に
現
れ
る
す
べ
て
の
動
詞
に
つ
い
て
、
左
記
の
分
類
に
基

づ
い
た
表
記
の
概
観
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
こ
の
分
類
に
関
す
る
説
明
は
、
拙

稿
二
一
〇
〇
四
）
に
示
し
て
い
る
。

　
Ｉ
　
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
「
交
ぜ
書
き
表
記
」
の
い

　
　
　
ず
れ
か
一
通
り
で
表
記
さ
れ
る
語

　
　
　
Ｔ
ａ
　
常
に
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語

　
　
　
　
　
　
Ｔ
ａ
－
①
　
一
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語

　
　
　
　
　
　
ｌ
ａ
－
②
　
複
数
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語

　
　
　
ｌ
ｂ
　
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語

　
　
　
　
　
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
動
詞
の
表
記
（
口

　
　
Ｔ
ｃ
　
常
に
「
交
ぜ
書
き
表
記
」
に
よ
る
語

Ｈ
　
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
「
交
ぜ
書
き
表
記
」
が
並

　
　
存
す
る
語

　
　
Ｈ
ａ
　
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
並
存
す
る
語

　
　
　
　
　
Ｈ
ａ
－
①
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類
の
漢
字
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
語

　
　
　
　
　
Ｈ
ａ
－
②
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
複
数
種
類
の
漢
字
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
語

　
　
Ｈ
ｂ
　
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
交
ぜ
書
き
表
記
」
が
並
存
す
る
語

　
　
　
　
　
Ｈ
ｂ
－
①
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類
の
漢
字
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
語

　
　
　
　
　
Ｈ
ｂ
－
②
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
複
数
種
類
の
漢
字
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
語

　
　
Ｈ
ｃ
　
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
と
「
交
ぜ
書
き
表
記
」
が
並
存
す
る
語

　
　
Ｈ
ｄ
　
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
と
「
交
ぜ
書

　
　
　
　
　
き
表
記
」
が
並
存
す
る
語

　
　
　
　
　
Ｈ
ｄ
－
①
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類
の
漢
字
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
語

　
　
　
　
　
Ｈ
ｄ
－
②
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
複
数
種
類
の
漢
字
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



【表１】

『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
動
詞
の
表
記
（
口

分　類　　異なり語数　　延べ語数　　平均使用度数

Ta－①　　6（　1.4)　　　6（0.1）　　　1.0

T b　　　　　377(85.7)　　1,758(54.3)　　　　　4.7

Ha－①　　55( 12.5)　1,427(44.1)　　25.9

Ha－②　　1（　0.2）　　37( 1.1)　　37.0

Hd－①　　1（　0.2）　　10（0.3）　　10.0

合　計　　440（100.0）　3,238(99.9)

　
な
お
、
こ
こ
で
動
詞
を
取
り
出
す

に
あ
た
っ
て
ば
、
原
則
と
し
て
、
漢

語
サ
変
動
詞
・
和
語
サ
変
動
詞
を
含

む
複
合
動
詞
、
複
合
形
容
詞
は
、
複

合
動
詞
・
複
合
形
容
詞
と
し
て
扱
わ

ず
、
単
独
の
動
詞
の
形
で
切
り
離
し

て
数
え
た
。
同
一
の
語
が
、
本
動
詞

と
補
助
動
旅
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
語
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語
が
、
本
書
に
お

け
る
動
詞
の
表
記
の
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
延
べ
語
数
が
最
も
多
い
も
の
も
、
（
ｌ
ｂ
）
で
あ
り
、
全
体
の
五

四
・
三
％
を
占
め
る
。
次
い
で
、
（
Ｈ
ａ
－
①
）
の
四
四
・
一
％
が
続
き
、
上

位
二
種
類
で
全
体
の
九
八
・
四
％
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
に
お
い
て
は
、

動
詞
は
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語
が
主
流
で
あ
り
、
ま
た
、
繰
り

返
し
使
用
さ
れ
る
語
は
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語
と
「
仮
名
の
み
の
表

記
」
に
よ
る
語
が
並
存
す
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
次
の
第
三
節
よ
り
、
本
書
に
現
れ
る
動
詞
に
つ
い
て
、
右
で
得
ら
れ
た
分
類

扱
っ
た
。
本
書
で
は
サ
変
動
詞
　
　
ご
と
に
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

「
ス
」
に
助
詞
「
テ
」
が
接
続
し
た

「
シ
テ
」
に
は
合
字
で
表
記
さ
れ
る

例
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
コ
ン
テ
」
に
直
し
、
サ
変
動
詞
「
ス
」
の
例
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
準
で
取
り
出
し
た
動
詞
は
、
「
表
１
」
で
示
し

た
通
り
、
異
な
り
語
数
四
四
〇
語
、
延
べ
語
数
三
二
三
八
例
で
あ
る
。

　
異
な
り
語
数
の
最
も
多
い
の
は
、
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語

（
Ｔ
ｂ
）
で
あ
り
、
異
な
り
語
数
全
体
の
八
五
・
七
％
を
占
め
る
。
次
い
で
、

「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
並
存
す
る
語
の
う
ち
の

「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語
（
Ｈ
ａ
－
①
）
の
一

二
・
五
％
が
続
く
が
、
一
位
の
（
ｌ
ｂ
）
と
は
非
常
に
大
き
な
開
き
が
見
ら
れ

三
　
常
に
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語

　
Ｔ
ａ
－
①
　
一
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語

　
本
書
に
お
い
て
、
常
に
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
動
詞
の
う
ち
、
一
種

類
の
漢
字
を
用
い
る
語
（
ｌ
ａ
－
①
）
は
、
次
に
挙
げ
る
「
う
か
ぶ
」
「
つ
く
」

「
と
ど
ま
る
」
「
は
む
べ
り
」
「
ふ
ふ
む
」
「
ほ
ど
こ
す
」
の
六
語
六
例
で
あ
る
。

（
１
）
芙
蓉
眼
　
浮
　
涙
ヲ

　
　
　
フ
ョ
ウ
ノ
マ
ナ
コ
ニ
ウ
カ
ヘ
テ

（
ウ
３
４
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

（
２
）
母
ノ
マ
ヤ
夫
人
（
娑
婆
世
界
ノ
機
縁
尽
テ
切
利
天
ニ
ム
マ
レ
給
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

（
３
）
師
子
国
ノ
海
ノ
岸
二
留

（
ウ
器
ご

（
オ
呂
４
）



　
　
　
　
　
‐
（
ー
灰
回
　
　
②

（
４
）
血
二
侍
　
メ
リ

（
５
）
桃
李
顔
　
含
怨

　
　
　
タ
ウ
リ
ノ
カ
ホ
（
セ
ニ
フ
ー
ミ
ウ
ラ
ミ

（
６
）
サ
タ
王
子
ト
シ
テ
ウ
ヘ
タ
ル
ト
ラ
ニ
身
ヲ
施
シ

（
ウ
芯
回

（
ウ
３
４
２
）

　
（
ウ
た
）

（
２
）
「
尽
テ
」
、
（
４
）
「
侍
　
」
に
つ
い
て
は
、
意
味
・
語
形
で
関
連
の
あ

る
「
つ
く
す
」
「
は
べ
り
」
が
本
書
に
見
ら
れ
、
「
つ
く
す
」
は
「
漢
字
の
み
の

表
記
」
が
三
例
、
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
三
例
が
見
ら
れ
、
補
助
動
詞
「
は
べ

り
」
は
漢
字
表
記
三
三
例
、
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
一
七
例
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
（
２
）
（
４
）
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
漢
字
表
記
し
や
す

い
語
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
（
１
）
「
浮
　
」
（
５
）
「
含
」
は
、

ウ
カ
ヘ
テ

フ
ヽ
ミ

「
桃
李
顔
　
含
怨
芙
蓉
眼
　
浮
　
涙
ヲ
」
と
一
続
き
に
な
っ
て
い
る
例
で
、

タ
ウ
リ
ノ
カ
ホ
（
セ
ニ
フ
ー
ミ
ウ
ラ
ミ
フ
ョ
ウ
ノ
マ
ナ
コ
ニ
ウ
カ
ヘ
テ

漢
文
の
よ
う
に
記
載
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
箇
所
で
あ
り
、
本
書

の
他
の
箇
所
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
（
３
）
「
留
」
は
行
末
に
書
か
れ
た
も

の
で
影
印
で
は
不
鮮
明
で
あ
り
、
語
形
で
関
連
の
あ
る
「
と
ど
む
」
が
「
卜
ヽ

メ
テ
」
（
才
３
１
３
）
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
解
釈
は
保
留
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
（
６
）
「
施
シ
」
は
、
意
味
・
語
形
と
も
に
関
連
す
る
語
を
本
書
に

見
い
だ
せ
な
い
た
め
、
漢
字
表
記
さ
れ
や
す
い
語
か
否
か
は
決
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
に
お

詞
の
う
ち
、
一
種
類
の
漢
字
を
用

る
。

い
て
常
に
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
動

い
る
語
は
、
例
外
的
な
用
例
で
あ
る
と
言
え

『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
動
詞
の
表
記
（
口

四
　
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語

　
ｌ
ｂ
　
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語

　
本
書
に
お
い
て
、
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語
（
ｌ
ｂ
）
は
二
二

七
七
語
一
七
五
八
例
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
の
よ
う
に
、
繰

り
返
し
使
用
さ
れ
る
語
に
は
、
補
助
的
な
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
本
項
（
Ｔ
ｂ
）
に
該
当
す
る
三
七
七
語
一
七
五
八
例
を
、
本
動
詞
と
補
助

動
詞
に
分
け
て
示
す
と
【
表
２
】
の
よ
う
に
な
る
。

　
本
動
詞
三
五
七
語
一
五
六
七
例
の
う
ち
で
延
べ
語
数
の
高
い
語
は
、
「
ス
」

二
〇
二
例
、
「
ア
リ
」
七
九
例
、
「
ノ
タ
マ
フ
」
五
八
例
、
「
ト
ル
」
四
三
例
、

「
カ
ヘ
ル
（
返
）
」
三
五
例
、
「
イ
タ
ル
」
「
オ
ホ
ス
（
思
）
」
各
二
二
例
、
「
タ
テ

マ
ツ
ル
」
二
Ｉ
例
、
「
オ
（
シ
マ
ス
」
二
〇
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
値
の
大

き
い
「
ス
」
二
〇
二
例
に
つ
い
て
は
、
単
独
で
用
い
る
場
合
の
四
一
例
に
対
し
、

複
合
サ
変
動
詞
は
漢
語
サ
変
動
詞
一
五
九
例
と
和
語
サ
変
動
詞
「
山
ヲ
ク
リ

ス
」
二
例
と
を
あ
わ
せ
た
一
六
一
例
が
確
認
で
き
る
。
「
ア
リ
」
「
オ
（
シ
マ

ス
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
も
現
れ
る
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
繰
り
返
し
使

用
さ
れ
る
本
動
詞
に
は
補
助
的
な
意
味
・
用
法
を
持
つ
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
補
助
動
詞
と
解
釈
さ
れ
る
二
〇
語
一
九
一
例
を
挙
げ
る
と
次
の
通

り
で
あ
る
。
（
語
の
下
の
数
字
は
そ
の
用
例
数
を
示
す
。
以
下
同
様
じ

　
　
タ
テ
マ
ツ
ル
8
4
　
ア
リ
4
5
　
フ
ン
マ
ス
2
2
　
ス
1
0
　
オ
（
ス
《
四
段
》
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

｜



【表２】

『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
動
詞
の
表
記
（
口

　　　　異なり語数　延べ語数

本動詞　　357　　1,567(4.4)

補助動詞　　　20　　　　191(9.6)

合　　計　　377　　　1,758(4.7)

　
　
ウ
４
　
オ
ク
４
　
イ
ル
（
入
）
《
四
段
》
２

　
　
（
シ
ム
（
始
）
２
　
ヰ
ル
２
　
ア
フ
（
敢
）

　
　
Ｉ
　
イ
マ
ス
ー
　
オ
（
ス
《
下
二
段
》
１

　
　
カ
ク
ー
　
サ
ス
（
止
）
Ｉ
　
シ
ム
ー
　
タ
フ

　
　
《
下
二
段
》
Ｉ
　
（
ツ
ー
　
ヤ
ル
２
　
ヲ
フ

　
　
（
了
）
１

　
こ
れ
ら
二
〇
語
一
九
一
例
を
見
る
と
、
特
に
用

例
数
が
多
い
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
や
、
「
ア
リ
」
「
マ

シ
マ
ス
」
な
ど
の
一
部
の
語
に
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
「
ア
リ
」
「
フ
ン
マ
ス
」
は
、
本
動
詞
の
用
例
も
本
項
（
ｌ
ｂ
）

に
そ
れ
ぞ
れ
、
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
二
Ｉ
例
、
「
ア
リ
」
七
九
例
、
「
マ
シ
マ
ス
」

二
〇
例
を
確
認
で
き
る
た
め
、
本
書
で
は
、
本
動
詞
・
補
助
動
詞
を
問
わ
ず
、

常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
な
さ
れ
る
語
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
項

（
ｌ
ｂ
）
に
該
当
す
る
補
助
動
詞
は
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
「
フ
ン
マ
ス
」
「
オ
（
ス
」

と
い
う
敬
語
の
補
助
動
詞
以
外
に
も
、
用
例
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
多
様
な
補

助
動
詞
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
本
動
詞
の
う
ち
使
用
度
数
が
一
の
語
は
本
項
（
Ｔ
⊥
ｂ
）
に
該
当
す
る

本
動
詞
三
七
七
語
の
四
三
％
に
相
当
す
る
一
六
二
語
が
確
認
で
き
る
の
で
、
一

部
の
語
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
一
回
性
の
強
い
語
の
多
く
が
「
仮

名
の
み
の
表
記
」
を
と
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
に
お
い
て
、
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る

語
は
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
語
が
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
部
の
本
動
詞

と
補
助
動
詞
で
あ
る
と
い
え
る
。

五
　
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
「
交
ぜ

　
　
書
き
表
記
」
が
並
存
す
る
語

　
五
－
一
　
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
並
存
す
る
語

　
Ｈ
ａ
－
①
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語

　
本
書
に
お
い
て
、
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
並
存

す
る
動
詞
の
う
ち
、
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語

（
Ｈ
ａ
－
①
）
は
、
五
五
語
一
四
二
七
例
で
あ
る
。
こ
の
値
に
つ
い
て
、
本
動

詞
と
補
助
動
詞
の
別
を
示
す
と
［
表
３
］
の
よ
う
に
な
る
。

　
【
表
３
】
を
見
る
と
、
本
動
詞
の
一
語
あ
た
り
の
平
均
使
用
度
数
は
二
〇
・

五
で
あ
る
の
に
対
し
、
補
助
動
詞
の
平
均
使
用
度
数
は
六
三
・
三
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
第
四
節
で
確
認
し
た
、
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語
の

場
合
と
同
様
に
、
補
助
動
詞
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
本
動
詞
で
は
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
優
勢
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
補
助
動

詞
で
は
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
が
優
勢
で
あ
る
点
に
相
違
点
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
ず
、
本
動
詞
の
延
べ
語
数
の
高
い
語
を
順
に
取
り
出
し
て
み
る
と
。

　
　
云
６
／
イ
フ
1
5
2
　
申
ス
8
4
ノ
マ
ウ
ス
2
8
　
見
ル
3
2
／
ミ
ル
3
4
　
思
フ
2
5
／



　
　
オ
モ
フ
4
2
　
成
ル
ー
／
ナ
ル
6
0
　
問
フ
ー
／
ト
フ
3
0
　
説
ク
2
6
ノ
ト
ク
３

　
　
罷
ル
ー
／
マ
カ
ル
2
4
　
候
フ
2
0
／
サ
フ
ラ
フ
３
　
行
ク
ー
／
ユ
ク
2
1

と
な
り
、
「
見
ル
／
ミ
ル
」
で
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」

と
の
用
例
数
が
ほ
ぽ
同
数
で
あ
る
以
外
は
、
「
い
ふ
」
の
よ
う
に
「
仮
名
の
み

の
表
記
」
が
優
勢
で
あ
る
。
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
が
優
勢
と
な
る
の
は
、
右

に
示
し
た
語
で
は
「
ま
う
す
」
「
と
く
」
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
の
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
の
延
べ
語
数

【表３】

　　　　　　　　　　　　　　　延　べ　語　数
　　　　　異なり語数
　　　　　　　　　　　漢　字　　　仮　名　　　合　計

本動詞　　48　　285( 5.9) 699(14.6)　　984

補助動詞　　　7　　　295(42.1)　148(21.1)　　　443

合　　計　　　55　　　580（10.5）　847(15.4)　　1,427

延べ語数の括弧内の数字は平均使用度数を示す。

は
一
三
〇
例
で
あ
り
、
本
項
（
Ｈ
ａ
－

①
）
の
本
動
詞
の
延
べ
語
数
二
八
五
例
の

半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
本
動
詞
は
常
に
「
仮
名
の
み
の
表

記
」
に
よ
る
語
が
優
勢
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る

　
次
に
示
す
の
は
、
補
助
動
詞
七
語
四
四

三
例
で
あ
る
。

　
　
《
四
段
》
給
フ
ｍ
／
タ
マ
フ
1
0
6
　
候

　
　
フ
7
3
／
サ
フ
ラ
フ
３
　
侍
り
3
3
／
（

　
　
ヘ
リ
1
7
　
御
ス
６
ノ
オ
（
シ
マ
ス
1
0

　
　
申
ス
７
／
マ
ウ
ス
９
　
《
下
二
段
》

　
　
給
フ
２
／
タ
マ
フ
４
　
了
ル
ー
／
ヲ

『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
動
詞
の
表
記
（
口

　
　
（
ル
ー

　
延
べ
語
数
が
高
い
「
た
ま
ふ
《
四
段
》
」
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
「
は
べ
り
」
の
よ
う

に
延
べ
語
数
が
多
い
も
の
ほ
ど
、
漢
字
を
指
向
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
第
四
節
で
確
認
し
た
補
助
動
詞
二
〇
例
と
比
べ
る
と
、
「
仮
名
の
み

の
表
記
」
に
よ
る
補
助
動
詞
は
敬
語
以
外
に
多
様
な
語
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、

本
項
（
Ｈ
ａ
－
①
）
に
該
当
す
る
補
助
動
詞
は
、
変
体
漢
文
の
影
響
を
受
け
た

と
思
わ
れ
る
「
を
は
る
」
以
外
は
い
ず
れ
も
敬
語
で
あ
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
、
本
書
で
用
い
ら
れ

る
敬
語
の
補
助
動
詞
は
漢
字
表
記
さ
れ
、
敬
語
以
外
の
語
は
「
仮
名
の
み
の
表

記
」
が
選
択
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
右
の
こ
と
か
ら
、
本
動
詞
で
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
漢
字
、
補
助
動
詞
で
使

用
さ
れ
る
漢
字
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

　
　
申
　
見
　
思
　
説
　
候
　
給
　
侍

　
こ
れ
ら
の
漢
字
は
、
同
じ
片
仮
名
文
に
属
す
る
観
智
院
本
『
三
宝
絵
』
で
も

ほ
ぼ
常
に
漢
字
表
記
す
る
も
の
で
あ
り
・
（
拙
稿
（
二
○
○
六
ピ
、
ま
た
「
説
」

は
例
外
と
な
る
が
、
当
時
の
平
仮
名
文
で
も
使
用
さ
れ
る
漢
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
時
の
漢
字
使
用
の
一
般
的
な
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
娠
。

　
以
上
、
本
書
に
お
い
て
、
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」

が
並
存
す
る
動
詞
の
う
ち
、
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類
の
漢
字
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
　
　
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
動
詞
の
表
記
（
口

る
語
は
、
本
動
詞
は
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
優
勢
で
あ
る

の
に
対
し
、
補
助
動
詞
で
は
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
優
勢

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
一
部
の
本
動
詞
や
補
助
動
詞
で
使

用
さ
れ
る
漢
字
は
、
片
仮
名
文
・
平
仮
名
文
に
関
わ
ら
ず
当
時
の
仮
名
交
じ
り

文
で
使
用
さ
れ
や
す
い
漢
字
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
Ｈ
ａ
－
②
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
複
数
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語

　
本
書
に
お
い
て
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
並
存
す

る
動
詞
の
う
ち
、
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
複
数
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語

（
Ｈ
－
②
）
は
、
次
に
示
す
「
き
く
」
一
語
三
七
例
の
み
で
あ
る
。

　
　
聞
ク
1
3
／
開
ク
ー
／
キ
ク
2
3

　
こ
れ
の
場
合
は
、
「
関
ク
」
は
例
外
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
「
聞
ク
」
「
キ

ク
」
が
本
書
に
お
け
る
表
記
と
言
え
る
。

　
五
－
二
　
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
と
「
交
ぜ
書
き

　
　
　
　
　
表
記
」
が
並
存
す
る
語

　
Ｈ
ｄ
－
①
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類
の
漢
字
を
用
い
る
語

　
本
書
に
お
い
て
、
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
と
「
交

ぜ
書
き
表
記
」
が
並
存
す
る
動
詞
の
う
ち
、
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
で
一
種
類

の
漢
字
を
用
い
る
語
（
Ｈ
ｄ
－
①
）
は
、
次
に
示
す
「
う
け
た
ま
は
る
」
一
語

一
〇
例
の
み
で
あ
る
。

　
　
承
ル
ー
ノ
ウ
ケ
タ
マ
（
ル
８
／
ウ
ケ
給
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

　
内
訳
を
見
る
と
、
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
八
例
と
優
勢
で
あ
り
・
、
基
本
的

に
は
仮
名
表
記
を
指
向
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
の
（
Ｈ
ａ
－
②
）
の

場
合
と
同
様
に
、
一
語
し
か
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
項
（
Ｈ
ｄ
－
①
）
は

本
書
に
お
い
て
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
（
７
）
僧
ノ
イ
フ
ヤ
ウ
サ
テ
ソ
（
イ
カ
テ
カ
ヽ
ヘ
ラ
ル
ヘ
キ
承
（
ソ
ノ
楊
州

　
　
　
ト
イ
フ
ナ
ル
ト
コ
ロ
ノ
キ
シ
（
コ
レ
ヨ
リ
九
千
万
里
（
カ
リ
（
ヽ
ヘ
ル

　
　
　
ラ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
に
ご

　
（
８
）
ヒ
シ
リ
イ
ト
オ
ソ
ロ
シ
ク
ア
（
レ
ニ
テ
サ
ウ
ケ
給
ヌ
　
　
　
（
オ
２
５
５
）

　
ま
た
、
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
交
ぜ
書
き
表
記
」
の
例
に
つ
い
て
は
、

（
８
）
の
場
合
、
漢
字
表
記
で
多
用
さ
れ
る
「
給
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
交
ぜ
書
き
表
記
は
観
智
院
本
『
三
宝
絵
』
に
も
、
平
仮
名
文
に
も
多
く
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
悦
、
片
仮
名
・
平
仮
名
に
関
わ
ら
ず
仮
名
交
じ
り
文
で
使
用
さ

れ
や
す
い
表
記
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

七
　
ま
と
め

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
本
書
に
見
ら
れ
る
動
詞
を
対
象
と
し
て
、
漢
字
と
仮
名

と
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
か
を
調
べ
、
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
①
　
本
書
に
見
ら
れ
る
動
詞
は
、
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
に
よ
る
語
が

　
　
中
心
で
あ
る
。
こ
の
中
で
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
の
は
二
鄙
の
本
動
詞
と

　
　
補
助
動
詞
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
回
性
の
強
い
語
も
多
く
含
む
。



　
②
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
と
が
並
存
す
る
語
は
、

　
　
本
書
に
お
い
て
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
語
に
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

　
　
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
本
動
詞
は
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
が
中
心
で
あ
り
、

　
　
補
助
動
詞
は
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
が
中
心
で
あ
る
。

　
③
　
漢
字
表
記
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
は
、
他
の
片
仮
名
文
・
平
仮
名
文
で
も

　
　
使
用
さ
れ
る
漢
字
で
あ
る
。

　
①
・
②
に
つ
い
て
、
補
助
動
詞
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
「
た
て
ま
つ
る
」

の
よ
う
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
を
指
向
す
る
語
や
、
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
の
よ
う

に
「
漢
字
の
み
の
表
記
」
を
指
向
す
る
語
な
ど
、
漢
字
を
用
い
る
も
の
と
仮
名

を
用
い
る
も
の
と
い
う
二
つ
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
方
向
が
見
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
③
で
示
し
た
よ
う
に
、

表
記
体
を
問
わ
ず
に
漢
字
表
記
さ
れ
や
す
い
語
と
仮
名
表
記
さ
れ
や
す
い
語
と

の
傾
向
が
反
映
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
漢
字
表
記
さ
れ

や
す
い
漢
字
の
多
く
は
、
当
時
の
片
仮
名
文
・
平
仮
名
文
に
広
く
用
い
ら
れ
る

漢
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
様
々
な
表
記
体
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る

漢
字
使
用
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
本
書

で
例
外
的
に
、
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
を
と
る
「
た
て
ま
つ
る
」
が
、
平

仮
名
文
に
お
い
て
も
多
く
仮
名
表
記
が
優
勢
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
単
語
を
短
い
単
位
で
捉
え
、
漢
字
と
仮
名
の
使
用
を
実
態
と
し

　
　
　
　
　
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
動
詞
の
表
記
（
口

て
捉
え
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
検
討
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
な
ぜ

「
漢
字
の
み
の
表
記
」
と
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
選
択
さ
れ
た

の
か
、
そ
の
要
因
を
求
め
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記

の
要
因
を
、
文
節
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
長
い
単
位
で
み
た
場
合
に
、
ど
の
よ

う
に
漢
字
と
仮
名
が
選
択
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
環
境
と
要
因
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

注①
　
補
助
動
詞
の
認
定
基
準
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
イ
　
形
容
詞
連
用
形
・
形
容
動
詞
連
用
に
つ
い
て
「
あ
る
」
の
意
味
を
表
す
動
詞
。

　
口
　
体
言
に
つ
い
て
指
定
（
「
…
…
で
あ
る
ビ
の
意
味
を
表
す
。

　
（
　
動
詞
連
用
形
ま
た
は
「
動
詞
十
助
動
詞
」
の
後
に
つ
い
て
敬
意
を
表
す
動
詞
。

　
二
　
「
動
詞
未
然
形
十
む
と
す
」
の
形
で
使
用
さ
れ
る
サ
変
動
詞
「
す
」
。

　
ホ
　
「
動
詞
連
用
形
十
て
」
に
つ
く
動
詞
。

　
へ
　
動
詞
連
用
形
の
後
に
つ
く
動
詞
で
、
本
来
の
実
質
的
な
意
味
を
失
い
、
直
前
の

　
　
動
詞
の
意
味
を
補
う
動
詞
。

②
　
実
際
に
は
こ
の
「
は
む
べ
り
」
は
、
「
（
ム
ヘ
リ
」
が
「
侍
」
の
右
下
に
書
か
れ

　
て
い
る
。
「
侍
」
に
接
続
す
る
助
動
詞
「
メ
リ
」
は
「
（
ム
ヘ
リ
」
の
「
ム
」
の
横

　
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
て
、
ふ
り
が
な
「
（
ム
ヘ
リ
」
と
助
動
詞
「
メ
リ
」
の
字

　
の
大
き
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は
別
語
と
し
て
扱
っ
た
が
、
「
は
む
べ

　
り
」
が
「
は
べ
り
」
と
別
語
だ
と
当
時
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
も
疑
問
は
残

　
る
。

③
　
平
仮
名
文
に
お
け
る
「
申
」
「
見
」
「
思
」
「
説
」
「
候
」
「
給
」
「
侍
」
の
使
用
例
と

　
し
て
、
本
書
と
書
写
年
代
が
近
い
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
、
梅
沢
本
『
栄
花
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
動
詞
の
表
記
（
口

語
』
に
お
け
る
用
例
数
を
索
引
を
利
用
し
て
参
照
し
た
。
索
引
で
参
照
し
た
項
目
は

「
ま
う
す
」
「
み
る
」
「
お
も
ふ
」
「
と
く
」
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
「
た
ま
ふ
」
「
は
べ
り
」
で

あ
る
。
用
例
数
を
挙
げ
る
に
あ
た
り
、
補
助
動
詞
の
用
法
の
あ
る
も
の
は
、
本
動
詞

の
例
数
と
補
助
動
詞
の
用
例
数
と
を
合
算
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
参
考
と
し
て
、

片
仮
名
文
の
観
智
院
本
『
三
宝
絵
』
に
お
け
る
用
例
数
も
示
す
。
（
用
例
数
は
、
「
漢

字
表
記
の
用
例
数
／
総
数
」
で
示
す
づ

『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
　
梅
沢
本
『
栄
花
物
語
』

申
　
２
／
２

見
　
↓
／
3
7

思
　
１
／
2
9

説
　
な
し

候
　
Ｏ
／
４

給
　
３
／
ｍ

侍
　
Ｏ
／
3
7

215 75豺67　0 335 73 516
／／／／／／／

291 8619 323 6 633 657 532

観
智
院
本
『
三
宝
絵
』

8
6
／
9
5

0
1
／
0
7

皿
／
6
2

1
　
　
1

豺
／
6
5

5
／
８

3
8
9
／

4
2
1

１
／
１

　
一
部
に
用
例
の
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
右
に
示
し
た
漢
字
が
繰
り
返
し
使

用
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
う
か
が
え
、
本
書
で
見
ら
れ
る
傾
向
と
同
様
で
あ
る
と
い
え

る
。
参
考
と
し
て
挙
げ
た
観
智
院
本
『
三
宝
絵
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
書
で
常
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」
を
と
っ
た
「
た
て
ま
つ
る
」
に
つ
い

て
も
右
と
同
様
に
確
認
し
て
み
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
例
が
非

常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
も
本
書
と
同
様
に
「
仮
名
の
み
の
表
記
」

を
指
向
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

奉
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／
2
0

　
　
　
(
Ｘ
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